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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
コドン最適化された、単離ポリヌクレオチドであって、
　（ａ）配列番号２３に示されるＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号２４に示されるＣＤＲ
２アミノ酸配列ならびに配列番号２５および２６のいずれか１つに示されるＣＤＲ３アミ
ノ酸配列を有するＴ細胞受容体（ＴＣＲ）α鎖可変（Ｖα）ドメイン；および
　（ｂ）配列番号２７に示されるＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号２８に示されるＣＤＲ
２アミノ酸配列および配列番号２９に示されるＣＤＲ３アミノ酸配列を有するＴＣＲβ鎖
可変（Ｖβ）ドメイン
を含む結合性タンパク質をコードする、ポリヌクレオチド。
【請求項２】
　前記コードされた結合性タンパク質が、約８ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、ＲＭＦＰＮ
ＡＰＹＬ（配列番号１６）：ヒト白血球抗原（ＨＬＡ）複合体に結合することが可能であ
る、請求項１に記載のポリヌクレオチド。
【請求項３】
　前記コードされた結合性タンパク質が、配列番号１または２に示されるアミノ酸配列に
対して少なくとも約９０％同一なＶαドメインを含み、配列番号９に示されるアミノ酸配
列に対して少なくとも約９０％同一なＶβドメインを含むが、ただし、（ａ）前記ＣＤＲ
のうち少なくとも３または４つが変異を有さないこと、および（ｂ）変異を有する前記Ｃ
ＤＲが、最大で２アミノ酸の置換、最大で連続５アミノ酸の欠失、またはそれらの組み合
わせのみを有することを条件とする、請求項１または２に記載のポリヌクレオチド。
【請求項４】
コドン最適化された、単離ポリヌクレオチドであって、
　（ａ）配列番号１もしくは２に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０％の配列
同一性を有するＴ細胞受容体（ＴＣＲ）α鎖可変（Ｖα）ドメインおよびＴＣＲβ鎖可変
（Ｖβ）ドメイン；
　（ｂ）Ｖαドメインおよび配列番号９に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０
％の配列同一性を有するＶβドメイン；または
　（ｃ）（ａ）のＶαドメインおよび（ｂ）Ｖβドメイン
を含む結合性タンパク質をコードし、前記結合性タンパク質が約８ｎＭまたはそれ未満の
Ｋｄで、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ複合体に結合することが可能であ
る、ポリヌクレオチド。
【請求項５】
　前記コードされた結合性タンパク質が、配列番号１または２に示されるアミノ酸配列に
対して少なくとも約９５％同一なＶαドメインを含み、配列番号９に示されるアミノ酸配
列に対して少なくとも約９５％同一なＶβドメインを含むが、ただし、前記結合性タンパ
ク質が、約５ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬ
Ａ複合体に結合することが可能であることを条件とする、請求項１から４のいずれか一項
に記載のポリヌクレオチド。
【請求項６】
　ＣＤ８から独立して、またはＣＤ８の非存在下で、前記コードされた結合性タンパク質
が、細胞表面上のＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ複合体に特異的に結合す
ることが可能である、請求項１から５のいずれか一項に記載のポリヌクレオチド。
【請求項７】
　前記コードされた結合性タンパク質が、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ
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－Ａ＊２０１複合体に特異的に結合することが可能である、請求項１から６のいずれか一
項に記載のポリヌクレオチド。
【請求項８】
　前記コードされた結合性タンパク質が、約３ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、前記ＲＭＦ
ＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ－Ａ＊２０１複合体に結合することが可能である
、請求項７に記載のポリヌクレオチド。
【請求項９】
　前記コードされたＶαドメインが、配列番号１に示されるアミノ酸配列を含むかまたは
配列番号１に示されるアミノ酸配列からなる、請求項１から８のいずれか一項に記載のポ
リヌクレオチド。
【請求項１０】
　前記コードされたＶαドメインが、配列番号２に示されるアミノ酸配列を含むかまたは
配列番号２に示されるアミノ酸配列からなる、請求項１から９のいずれか一項に記載のポ
リヌクレオチド。
【請求項１１】
　前記コードされたＶβドメインが、配列番号９に示されるアミノ酸配列を含むかまたは
配列番号９に示されるアミノ酸配列からなる、請求項１から１０のいずれか一項に記載の
ポリヌクレオチド。
【請求項１２】
　前記コードされたＶαドメインが、配列番号３または４に示されるアミノ酸配列に対し
て少なくとも９０％の配列同一性を有するα鎖定常ドメインを含む；および／または
前記コードされたＶβドメインが、配列番号１０または１１に示されるアミノ酸配列に対
して少なくとも９０％の配列同一性を有するβ鎖定常ドメインを含む、
請求項１から１１のいずれか一項に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１３】
　前記コードされた結合性タンパク質が、Ｔ細胞受容体（ＴＣＲ）、キメラ抗原受容体、
またはＴＣＲの抗原結合性断片である、請求項１から１２のいずれか一項に記載のポリヌ
クレオチド。
【請求項１４】
　前記コードされたＴＣＲ、前記コードされたキメラ抗原受容体、または前記ＴＣＲの前
記コードされた抗原結合性断片が、キメラのものであるか、ヒト化されているかまたはヒ
トのものである、請求項１３に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１５】
　前記コードされた結合性タンパク質が、配列番号５～８のいずれか１つに示されるアミ
ノ酸配列を有するＴＣＲα鎖および配列番号１２または１３に示されるアミノ酸配列を有
するＴＣＲβ鎖を含む、請求項１から１４のいずれか一項に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１６】
　（ａ）前記コードされたＴＣＲα鎖が、配列番号５に示されるアミノ酸配列を含むかま
たは配列番号５に示されるアミノ酸配列からなり、前記コードされたＴＣＲβ鎖が、配列
番号１２に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列か
らなる；
　（ｂ）前記コードされたＴＣＲα鎖が、配列番号７に示されるアミノ酸配列を含むかま
たは配列番号７に示されるアミノ酸配列からなり、前記コードされたＴＣＲβ鎖が、配列
番号１２に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列か
らなる；
　（ｃ）前記コードされたＴＣＲα鎖が、配列番号６に示されるアミノ酸配列を含むかま
たは配列番号６に示されるアミノ酸配列からなり、前記コードされたＴＣＲβ鎖が、配列
番号１３に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列か
らなる；または
　（ｄ）前記コードされたＴＣＲα鎖が、配列番号８に示されるアミノ酸配列を含むかま
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たは配列番号８に示されるアミノ酸配列からなり、前記コードされたＴＣＲβ鎖が、配列
番号１３に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列か
らなる、
請求項１５に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１７】
　発現制御配列に作動可能に連結した請求項１から１６のいずれか一項に記載のポリヌク
レオチドを含む、発現ベクターであって、前記ベクターがレンチウイルスベクターまたは
レトロウイルスベクターを含むウイルスベクターである、発現ベクター。
【請求項１８】
　前記ポリヌクレオチドを宿主細胞に送達することが可能であり、前記宿主細胞が、造血
前駆細胞またはヒト免疫系細胞であり、前記免疫系細胞がＴ細胞、ナチュラルキラー細胞
、樹状細胞、またはそれらの任意の組み合わせである、請求項１７に記載の発現ベクター
。
【請求項１９】
　前記Ｔ細胞が、ナイーブＴ細胞、セントラルメモリーＴ細胞、エフェクターメモリーＴ
細胞、またはそれらの任意の組み合わせである、請求項１８に記載の発現ベクター。
【請求項２０】
　請求項１から１６のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドまたは請求項１７～１９の
いずれか一項に記載の発現ベクターを含む組換え宿主細胞であって、その細胞表面上に、
前記ポリヌクレオチドによってコードされた結合性タンパク質を発現する、組換え宿主細
胞。
【請求項２１】
　Ｖαドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号７７～８０のいずれか１つに
示されるヌクレオチド配列に対して少なくとも約８０％同一であり、Ｖβドメインをコー
ドするポリヌクレオチドが、配列番号８８または８９に示されるヌクレオチド配列に対し
て少なくとも約８０％同一である、請求項２０に記載の組換え宿主細胞。
【請求項２２】
　Ｖαドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号７７もしくは７８に示される
ヌクレオチド配列を含むかまたは配列番号７７もしくは７８に示されるヌクレオチド配列
からなる、請求項２０または２１に記載の組換え宿主細胞。
【請求項２３】
　Ｖαドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号７９もしくは８０に示される
ヌクレオチド配列を含むかまたは配列番号７９もしくは８０に示されるヌクレオチド配列
からなる、請求項２０から２２のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞。
【請求項２４】
　Ｖβドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号８８もしくは８９に示される
ヌクレオチド配列を含むかまたは配列番号８８もしくは８９に示されるヌクレオチド配列
からなる、請求項２０から２３のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞。
【請求項２５】
　Ｖαドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号８１～８４のいずれか１つに
示されるヌクレオチド配列に対して少なくとも約８０％同一なα鎖定常ドメインをコード
するヌクレオチド配列を含む、請求項２０から２４のいずれか一項に記載の組換え宿主細
胞。
【請求項２６】
　Ｖβドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号９０～９３のいずれか１つに
示されるヌクレオチド配列に対して少なくとも約８０％同一なβ鎖定常ドメインをコード
するヌクレオチド配列を含む、請求項２０から２５のいずれか一項に記載の組換え宿主細
胞。
【請求項２７】
　ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８５、８６または８７に示され
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るヌクレオチド配列を含み、ＴＣＲβ鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９４
または９５に示されるヌクレオチド配列を含む、請求項２０から２６のいずれか一項に記
載の組換え宿主細胞。
【請求項２８】
　（ａ）前記ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８５に示されるヌク
レオチド配列を含むかまたは配列番号８５に示されるヌクレオチド配列からなり、前記Ｔ
ＣＲβ鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９４に示されるヌクレオチド配列を
含むかまたは配列番号９４に示されるヌクレオチド配列からなる；
　（ｂ）前記ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８６に示されるヌク
レオチド配列を含むかまたは配列番号８６に示されるヌクレオチド配列からなり、前記Ｔ
ＣＲβ鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９５に示されるヌクレオチド配列を
含むかまたは配列番号９５に示されるヌクレオチド配列からなる；または
　（ｃ）前記ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８７に示されるヌク
レオチド配列を含むかまたは配列番号８７に示されるヌクレオチド配列からなり、前記Ｔ
ＣＲβ鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９５に示されるヌクレオチド配列を
含むかまたは配列番号９５に示されるヌクレオチド配列からなる、
請求項２７に記載の組換え宿主細胞。
【請求項２９】
　ポリヌクレオチドが、ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドとＴＣＲβ鎖をコード
するポリヌクレオチドとの間に配置された自己切断性ペプチドをコードする、請求項２０
から２８のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞。
【請求項３０】
　自己切断性ペプチドをコードする前記ポリヌクレオチドが、配列番号９８～１０１のい
ずれか１つに示されるヌクレオチド配列を含むかまたは配列番号９８～１０１のいずれか
１つに示されるヌクレオチド配列からなる、請求項２９に記載の組換え宿主細胞。
【請求項３１】
　前記ポリヌクレオチドが、配列番号１７～２０のいずれか１つに示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１７～２０のいずれか１つに示されるアミノ酸配列からなる自己
切断性ペプチドをコードする、請求項３０に記載の組換え宿主細胞。
【請求項３２】
　ＴＣＲα鎖、自己切断性ペプチドおよびＴＣＲβ鎖をコードする前記ポリヌクレオチド
が、配列番号９６もしくは９７に示されるヌクレオチド配列を含むかまたは配列番号９６
もしくは９７に示されるヌクレオチド配列からなる、請求項３１に記載の組換え宿主細胞
。
【請求項３３】
　同種、同系または自家である、請求項２０から３２のいずれか一項に記載の組換え宿主
細胞。
【請求項３４】
　造血前駆細胞またはヒト免疫系細胞であり、　前記免疫系細胞が、ＣＤ４＋Ｔ細胞、Ｃ
Ｄ８＋Ｔ細胞、ＣＤ４－ＣＤ８－二重陰性Ｔ細胞、γδＴ細胞、ナチュラルキラー細胞、
樹状細胞、またはそれらの任意の組み合わせである、請求項２０から３３のいずれか一項
に記載の組換え宿主細胞。
【請求項３５】
　前記免疫系細胞がＴ細胞であり、前記Ｔ細胞が、ナイーブＴ細胞、セントラルメモリー
Ｔ細胞、エフェクターメモリーＴ細胞、またはそれらの任意の組み合わせである、請求項
３４に記載の組換え宿主細胞。
【請求項３６】
　前記Ｔ細胞によって発現される前記結合性タンパク質が、内因性ＴＣＲと比較して、Ｃ
Ｄ３タンパク質とより効率的に会合することが可能である；および／または
前記結合性タンパク質が、内因性ＴＣＲと比較して、より高いＴ細胞表面発現を有する、
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請求項３４または３５に記載の組換え宿主細胞。
【請求項３７】
　過剰増殖障害を処置するための組成物であって、請求項２０から３６のいずれか一項に
記載の組換え宿主細胞、および薬学的に適切な賦形剤または担体を含む、組成物。
【請求項３８】
　前記過剰増殖障害が、血液学的悪性疾患または固形がんである、請求項３７に記載の組
成物。
【請求項３９】
　前記血液学的悪性疾患が、急性リンパ芽球性白血病（ＡＬＬ）、急性骨髄性白血病（Ａ
ＭＬ）、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性好酸球性白血病（ＣＥＬ）、骨髄異形成症候
群（ＭＤＳ）、非ホジキンリンパ腫（ＮＨＬ）または多発性骨髄腫（ＭＭ）から選択され
る、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４０】
　前記固形がんが、胆道がん、膀胱がん、骨および軟部組織の癌腫、脳腫瘍、乳がん、子
宮頚がん、結腸がん、結腸直腸腺癌、結腸直腸がん、類腱腫、胚性がん、子宮内膜がん、
食道がん、胃がん、胃腺癌、多形神経膠芽腫、婦人科腫瘍、頭頚部扁平上皮癌、肝がん、
肺がん、悪性黒色腫、骨肉腫、卵巣がん、膵がん、膵管腺癌、原発性アストロサイト腫瘍
、原発性甲状腺がん、前立腺がん、腎がん、腎細胞癌、横紋筋肉腫、皮膚がん、軟部組織
肉腫、精巣胚細胞腫瘍、尿路上皮がん、子宮肉腫または子宮がんから選択される、請求項
３９に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本明細書に記載される発明のこれらおよび他の態様および実施形態は、以下の詳細な説
明および添付の図面を参照して明らかになる。本明細書中で言及されるおよび／または出
願データシート中に列挙される米国特許、米国特許出願公開、米国特許出願、外国特許、
外国特許出願および非特許刊行物の全ては、あたかも各々が個々に取り込まれたかのよう
に、それらの全体が参照によって本明細書に組み込まれる。本発明の態様および実施形態
は、なおさらなる実施形態を提供するために、種々の特許、出願および刊行物の概念を用
いるために、必要に応じて改変され得る。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　（ａ）配列番号２３に示されるＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号２４に示されるＣＤＲ
２アミノ酸配列ならびに配列番号２５、２６、３２、３８、４４、５０および５１のいず
れか１つに示されるＣＤＲ３アミノ酸配列を有するＴ細胞受容体（ＴＣＲ）α鎖可変（Ｖ

α）ドメイン、ならびにＴＣＲβ鎖可変（Ｖβ）ドメイン；または
　（ｂ）（ａ）のＶαドメイン、ならびに配列番号２７に示されるＣＤＲ１アミノ酸配列
、配列番号２８に示されるＣＤＲ２アミノ酸配列および配列番号２９に示されるＣＤＲ３
アミノ酸配列を有するＶβドメイン
を含む、結合性タンパク質。
（項目２）
　約８ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ヒト白血球
抗原（ＨＬＡ）複合体に結合することが可能である、項目１に記載の結合性タンパク質。
（項目３）
　前記結合性タンパク質が、配列番号２１または２２に示されるアミノ酸配列に対して少
なくとも約９０％同一なＶαドメインを含み、配列番号９に示されるアミノ酸配列に対し
て少なくとも約９０％同一なＶβドメインを含むが、ただし、（ａ）前記ＣＤＲのうち少
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なくとも３または４つが変異を有さないこと、および（ｂ）変異を有する前記ＣＤＲが、
最大で２アミノ酸の置換、最大で連続５アミノ酸の欠失、またはそれらの組み合わせのみ
を有することを条件とする、項目１または２に記載の結合性タンパク質。
（項目４）
　前記結合性タンパク質が、配列番号１または２に示されるアミノ酸配列に対して少なく
とも約９５％同一なＶαドメインを含み、配列番号９に示されるアミノ酸配列に対して少
なくとも約９５％同一なＶβドメインを含むが、ただし、前記結合性タンパク質が、約５
ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ複合体に結
合することが可能であることを条件とする、項目１または２に記載の結合性タンパク質。
（項目５）
　ＣＤ８から独立して、またはＣＤ８の非存在下で、細胞表面上のＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（
配列番号１６）：ＨＬＡ複合体に特異的に結合することが可能である、項目１から４のい
ずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目６）
　ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ－Ａ＊２０１複合体に特異的に結合する
ことが可能である、項目１から５のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目７）
　約３ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、前記ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ
－Ａ＊２０１複合体に結合することが可能である、項目６に記載の結合性タンパク質。
（項目８）
　前記Ｖαドメインが、配列番号１に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１に
示されるアミノ酸配列からなる、項目１から７のいずれか一項に記載の結合性タンパク質
。
（項目９）
　前記Ｖαドメインが、配列番号２に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号２に
示されるアミノ酸配列からなる、項目１から７のいずれか一項に記載の結合性タンパク質
。
（項目１０）
　前記Ｖβドメインが、配列番号９に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号９に
示されるアミノ酸配列からなる、項目１から９のいずれか一項に記載の結合性タンパク質
。
（項目１１）
　前記Ｖαドメインが、配列番号３または４に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも
９０％の配列同一性を有するα鎖定常ドメインを含む、項目１から１０のいずれか一項に
記載の結合性タンパク質。
（項目１２）
　前記Ｖβドメインが、配列番号１０または１１に示されるアミノ酸配列に対して少なく
とも９０％の配列同一性を有するβ鎖定常ドメインを含む、項目１から１１のいずれか一
項に記載の結合性タンパク質。
（項目１３）
　Ｔ細胞受容体（ＴＣＲ）、キメラ抗原受容体、またはＴＣＲの抗原結合性断片である、
項目１から１３のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目１４）
　前記ＴＣＲ、前記キメラ抗原受容体、または前記ＴＣＲの前記抗原結合性断片が、キメ
ラのものであるか、ヒト化されているかまたはヒトのものである、項目１３に記載の結合
性タンパク質。
（項目１５）
　前記ＴＣＲの前記抗原結合性断片が、単鎖ＴＣＲ（ｓｃＴＣＲ）を含む、項目１３また
は１４に記載の結合性タンパク質。
（項目１６）
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　キメラ抗原受容体である、項目１３から１５のいずれか一項に記載の結合性タンパク質
。
（項目１７）
　ＴＣＲである、項目１３から１５のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目１８）
　配列番号５～８のいずれか１つに示されるアミノ酸配列を有するＴＣＲα鎖および配列
番号１２または１３に示されるアミノ酸配列を有するＴＣＲβ鎖を含む、項目１から１７
のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目１９）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号５に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号５に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１２に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列からなる、項目１８に記載の結合性
タンパク質。
（項目２０）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号７に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号７に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１２に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列からなる、項目１８に記載の結合性
タンパク質。
（項目２１）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号６に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号６に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１３に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列からなる、項目１８に記載の結合性
タンパク質。
（項目２２）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号８に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号８に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１３に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列からなる、項目１８に記載の結合性
タンパク質。
（項目２３）
　（ａ）配列番号１もしくは２に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０％の配列
同一性を有するＴ細胞受容体（ＴＣＲ）α鎖可変（Ｖα）ドメイン、およびＴＣＲβ鎖可
変（Ｖβ）ドメイン；または
　（ｂ）Ｖαドメイン、および配列番号９に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９
０％の配列同一性を有するＶβドメイン；または
　（ｃ）（ａ）のＶαドメインおよび（ｂ）のＶβドメイン
を含む、結合性タンパク質であって、
　前記結合性タンパク質は、約５ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配
列番号１６）：ＨＬＡ複合体に結合することが可能である、結合性タンパク質。
（項目２４）
　前記Ｖαドメインが、配列番号１に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１に
示されるアミノ酸配列からなる、項目２３に記載の結合性タンパク質。
（項目２５）
　前記Ｖαドメインが、配列番号２に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号２に
示されるアミノ酸配列からなる、項目２３に記載の結合性タンパク質。
（項目２６）
　前記Ｖβドメインが、配列番号９に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号９に
示されるアミノ酸配列からなる、項目２３から２５のいずれか一項に記載の結合性タンパ
ク質。
（項目２７）
　前記Ｖαドメインが、配列番号３または４に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも
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９０％の配列同一性を有するα鎖定常ドメインを含む、項目２３から２６のいずれか一項
に記載の結合性タンパク質。
（項目２８）
　前記Ｖβドメインが、配列番号１０または１１に示されるアミノ酸配列に対して少なく
とも９０％の配列同一性を有するβ鎖定常ドメインを含む、項目２３から２７のいずれか
一項に記載の結合性タンパク質。
（項目２９）
　Ｔ細胞受容体（ＴＣＲ）、キメラ抗原受容体、またはＴＣＲの抗原結合性断片である、
項目２３から２８のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目３０）
　前記ＴＣＲ、前記キメラ抗原受容体、または前記ＴＣＲの前記抗原結合性断片が、キメ
ラのものであるか、ヒト化されているかまたはヒトのものである、項目２９に記載の結合
性タンパク質。
（項目３１）
　前記ＴＣＲの前記抗原結合性断片が、単鎖ＴＣＲ（ｓｃＴＣＲ）を含む、項目２９また
は３０に記載の結合性タンパク質。
（項目３２）
　キメラ抗原受容体である、項目２９から３１のいずれか一項に記載の結合性タンパク質
。
（項目３３）
　ＴＣＲである、項目２９から３１のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目３４）
　配列番号５～８のいずれか１つに示されるアミノ酸配列を有するＴＣＲα鎖および配列
番号１２または１３に示されるアミノ酸配列を有するＴＣＲβ鎖を含む、項目２３から３
３のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目３５）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号５に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号５に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１２に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列からなる、項目３４に記載の結合性
タンパク質。
（項目３６）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号７に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号７に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１２に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列からなる、項目３４に記載の結合性
タンパク質。
（項目３７）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号６に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号６に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１３に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列からなる、項目３４に記載の結合性
タンパク質。
（項目３８）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号８に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号８に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１３に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列からなる、項目３４に記載の結合性
タンパク質。
（項目３９）
　前記結合性タンパク質が、ＣＤ８から独立して、またはＣＤ８の非存在下で、細胞表面
上のＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ複合体に特異的に結合することが可能
である、項目２３から２８のいずれか一項に記載の結合性タンパク質。
（項目４０）
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　前記結合性タンパク質が、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：ＨＬＡ－Ａ＊２０１
複合体に特異的に結合することが可能である、項目２３から３９のいずれか一項に記載の
結合性タンパク質。
（項目４１）
　前記結合性タンパク質が、約３ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配
列番号１６）：ＨＬＡ－Ａ＊２０１複合体に結合することが可能である、項目４０に記載
の結合性タンパク質。
（項目４２）
　α鎖およびβ鎖を含む、高親和性組換えＴ細胞受容体（ＴＣＲ）であって、前記α鎖が
、配列番号１または２に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０％の配列同一性を
有するＶαドメインを含み、前記ＴＣＲが、ＣＤ８から独立して、またはＣＤ８の非存在
下で、細胞表面上のＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）：：ＨＬＡ－Ａ＊２０１複合体
に結合する、高親和性組換えＴ細胞受容体。
（項目４３）
　前記Ｖαドメインが、配列番号１に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１に
示されるアミノ酸配列からなる、項目４２に記載の高親和性組換えＴＣＲ。
（項目４４）
　前記Ｖαドメインが、配列番号２に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号２に
示されるアミノ酸配列からなる、項目４２に記載の高親和性組換えＴＣＲ。
（項目４５）
　前記β鎖が、配列番号９に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９０％の配列同一
性を有するＶβドメインを含む、項目４２から４４のいずれか一項に記載の高親和性組換
えＴＣＲ。
（項目４６）
　前記Ｖβドメインが、配列番号９に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号９に
示されるアミノ酸配列からなる、項目４５に記載の高親和性組換えＴＣＲ。
（項目４７）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号３または４に示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９
０％の配列同一性を有するα鎖定常ドメインを含む、項目４２から４６のいずれか一項に
記載の高親和性組換えＴＣＲ。
（項目４８）
　前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１０または１１に示されるアミノ酸配列に対して少なくと
も９０％の配列同一性を有するβ鎖定常ドメインを含む、項目４２から４７のいずれか一
項に記載の高親和性組換えＴＣＲ。
（項目４９）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号５～８のいずれか１つに示されるアミノ酸配列を含むかま
たは配列番号５～８のいずれか１つに示されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が
、配列番号１２もしくは１３に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号１２もしく
は１３に示されるアミノ酸配列からなる、項目４２から４８のいずれか一項に記載の高親
和性組換えＴＣＲ。
（項目５０）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号５に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号５に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１２に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列からなる、項目４９に記載の高親和
性組換えＴＣＲ。
（項目５１）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号７に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号７に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１２に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１２に示されるアミノ酸配列からなる、項目４９に記載の高親和
性組換えＴＣＲ。
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（項目５２）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号６に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号６に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１３に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列からなる、項目４９に記載の高親和
性組換えＴＣＲ。
（項目５３）
　前記ＴＣＲα鎖が、配列番号８に示されるアミノ酸配列を含むかまたは配列番号８に示
されるアミノ酸配列からなり、前記ＴＣＲβ鎖が、配列番号１３に示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１３に示されるアミノ酸配列からなる、項目４９に記載の高親和
性組換えＴＣＲ。
（項目５４）
　前記ＴＣＲが、３ｎＭまたはそれ未満のＫｄで、ＲＭＦＰＮＡＰＹＬ（配列番号１６）
：ＨＬＡ－Ａ＊２０１複合体に結合する、項目４２から５３のいずれか一項に記載の高親
和性組換えＴＣＲ。
（項目５５）
　項目１から５４のいずれか一項に記載の結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲ
と、薬学的に許容される担体、希釈剤または賦形剤とを含む、組成物。
（項目５６）
　項目１から５４のいずれか一項に記載の結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲ
をコードする、単離されたポリヌクレオチド。
（項目５７）
　結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲをコードする前記ポリヌクレオチドが、
コドン最適化されている、項目５６に記載のポリヌクレオチド。
（項目５８）
　発現制御配列に作動可能に連結した項目５６または５７に記載のポリヌクレオチドを含
む、発現ベクター。
（項目５９）
　前記ポリヌクレオチドを宿主細胞に送達することが可能である、項目５８に記載の発現
ベクター。
（項目６０）
　前記宿主細胞が、造血前駆細胞またはヒト免疫系細胞である、項目５９に記載の発現ベ
クター。
（項目６１）
　前記免疫系細胞が、ＣＤ４＋Ｔ細胞、ＣＤ８＋Ｔ細胞、ＣＤ４－ＣＤ８－二重陰性Ｔ細
胞、γδＴ細胞、ナチュラルキラー細胞、樹状細胞、またはそれらの任意の組み合わせで
ある、項目６０に記載の発現ベクター。
（項目６２）
　前記Ｔ細胞が、ナイーブＴ細胞、セントラルメモリーＴ細胞、エフェクターメモリーＴ
細胞、またはそれらの任意の組み合わせである、項目６１に記載の発現ベクター。
（項目６３）
　ウイルスベクターである、項目５８から６２のいずれか一項に記載の発現ベクター。
（項目６４）
　前記ウイルスベクターが、レンチウイルスベクターまたはγ－レトロウイルスベクター
である、項目６３に記載の発現ベクター。
（項目６５）
　項目５６もしくは５７に記載のポリヌクレオチドまたは項目５８から６４のいずれか一
項に記載の発現ベクターを含む組換え宿主細胞であって、その細胞表面上に、前記ポリヌ
クレオチドによってコードされた結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲを発現す
る、組換え宿主細胞。
（項目６６）
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　ポリヌクレオチドが、配列番号３２～３５のいずれか１つに示されるヌクレオチド配列
に対して少なくとも約８０％同一なＶαドメインをコードし、ポリヌクレオチドが、配列
番号８８または８９に示されるヌクレオチド配列に対して少なくとも約８０％同一なＶβ

ドメインをコードする、項目６５に記載の組換え宿主細胞。
（項目６７）
　ポリヌクレオチドが、配列番号７７もしくは７８に示されるヌクレオチド配列を含むか
または配列番号７７もしくは７８に示されるヌクレオチド配列からなるＶαドメインをコ
ードする、項目６５または６６に記載の組換え宿主細胞。
（項目６８）
　ポリヌクレオチドが、配列番号７９もしくは８０に示されるヌクレオチド配列を含むか
または配列番号７９もしくは８０に示されるヌクレオチド配列からなるＶαドメインをコ
ードする、項目６５から６７のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞。
（項目６９）
　ポリヌクレオチドが、配列番号８８もしくは８９に示されるヌクレオチド配列を含むか
または配列番号８８もしくは８９に示されるヌクレオチド配列からなるＶβドメインをコ
ードする、項目６５から６８のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞。
（項目７０）
　Ｖαドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号８１～８４のいずれか１つに
示されるヌクレオチド配列に対して少なくとも約８０％同一なα鎖定常ドメインをコード
するヌクレオチド配列を含む、項目６５から６９のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞
。
（項目７１）
　Ｖβドメインをコードするポリヌクレオチドが、配列番号９０～９３のいずれか１つに
示されるヌクレオチド配列に対して少なくとも約８０％同一なβ鎖定常ドメインをコード
するヌクレオチド配列を含む、項目６５から７０のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞
。
（項目７２）
　ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８５、８６または８７に示され
るヌクレオチド配列を含み、ＴＣＲβ鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９４
または９５に示されるヌクレオチド配列を含む、項目６５から７１のいずれか一項に記載
の組換え宿主細胞。
（項目７３）
　前記ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８５に示されるヌクレオチ
ド配列を含むかまたは配列番号８５に示されるヌクレオチド配列からなり、前記ＴＣＲβ
鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９４に示されるヌクレオチド配列を含むか
または配列番号９４に示されるヌクレオチド配列からなる、項目７２に記載の組換え宿主
細胞。
（項目７４）
　前記ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８６に示されるヌクレオチ
ド配列を含むかまたは配列番号８６に示されるヌクレオチド配列からなり、前記ＴＣＲβ
鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９５に示されるヌクレオチド配列を含むか
または配列番号９５に示されるヌクレオチド配列からなる、項目７２に記載の組換え宿主
細胞。
（項目７５）
　前記ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号８７に示されるヌクレオチ
ド配列を含むかまたは配列番号８７に示されるヌクレオチド配列からなり、前記ＴＣＲβ
鎖をコードするポリヌクレオチドが、配列番号９５に示されるヌクレオチド配列を含むか
または配列番号９５に示されるヌクレオチド配列からなる、項目７２に記載の組換え宿主
細胞。
（項目７６）
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　ポリヌクレオチドが、ＴＣＲα鎖をコードするポリヌクレオチドとＴＣＲβ鎖をコード
するポリヌクレオチドとの間に配置された自己切断性ペプチドをコードする、項目６５か
ら７５のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞。
（項目７７）
　自己切断性ペプチドをコードする前記ポリヌクレオチドが、配列番号９８～１０１のい
ずれか１つに示されるヌクレオチド配列を含むかまたは配列番号９８～１０１のいずれか
１つに示されるヌクレオチド配列からなる、項目７６に記載の組換え宿主細胞。
（項目７８）
　前記ポリヌクレオチドが、配列番号１７～２０のいずれか１つに示されるアミノ酸配列
を含むかまたは配列番号１７～２０のいずれか１つに示されるアミノ酸配列からなる自己
切断性ペプチドをコードする、項目７６に記載の組換え宿主細胞。
（項目７９）
　ＴＣＲα鎖、自己切断性ペプチドおよびＴＣＲβ鎖をコードする前記ポリヌクレオチド
が、配列番号９６もしくは９７に示されるヌクレオチド配列を含むかまたは配列番号９６
もしくは９７に示されるヌクレオチド配列からなる、項目７６に記載の組換え宿主細胞。
（項目８０）
　同種、同系または自家である、項目６５から７９のいずれか一項に記載の組換え宿主細
胞。
（項目８１）
　造血前駆細胞またはヒト免疫系細胞である、項目６５から８０のいずれか一項に記載の
組換え宿主細胞。
（項目８２）
　前記免疫系細胞が、ＣＤ４＋Ｔ細胞、ＣＤ８＋Ｔ細胞、ＣＤ４－ＣＤ８－二重陰性Ｔ細
胞、γδＴ細胞、ナチュラルキラー細胞、樹状細胞、またはそれらの任意の組み合わせで
ある、項目８１に記載の組換え宿主細胞。
（項目８３）
　前記免疫系細胞がＴ細胞である、項目８１に記載の組換え宿主細胞。
（項目８４）
　前記Ｔ細胞が、ナイーブＴ細胞、セントラルメモリーＴ細胞、エフェクターメモリーＴ
細胞、またはそれらの任意の組み合わせである、項目８３に記載の組換え宿主細胞。
（項目８５）
　前記Ｔ細胞によって発現される前記結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲが、
内因性ＴＣＲと比較して、ＣＤ３タンパク質とより効率的に会合することが可能である、
項目８３または８４に記載の組換え宿主細胞。
（項目８６）
　前記結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲが、内因性ＴＣＲと比較して、より
高いＴ細胞表面発現を有する、項目８３から８５のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞
。
（項目８７）
　過剰増殖障害を処置するための方法であって、ヒトウィルムス腫瘍タンパク質１（ＷＴ
－１）に対して特異的な項目１から５４のいずれか一項に記載の結合性タンパク質または
高親和性組換えＴＣＲを含む組成物を、過剰増殖障害の処置を必要とするヒト被験体に投
与するステップを含む、方法。
（項目８８）
　前記過剰増殖障害が、血液学的悪性疾患または固形がんである、項目８７に記載の方法
。
（項目８９）
　前記血液学的悪性疾患が、急性リンパ芽球性白血病（ＡＬＬ）、急性骨髄性白血病（Ａ
ＭＬ）、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性好酸球性白血病（ＣＥＬ）、骨髄異形成症候
群（ＭＤＳ）、非ホジキンリンパ腫（ＮＨＬ）または多発性骨髄腫（ＭＭ）から選択され
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る、項目８８に記載の方法。
（項目９０）
　前記固形がんが、胆道がん、膀胱がん、骨および軟部組織の癌腫、脳腫瘍、乳がん、子
宮頚がん、結腸がん、結腸直腸腺癌、結腸直腸がん、類腱腫、胚性がん、子宮内膜がん、
食道がん、胃がん、胃腺癌、多形神経膠芽腫、婦人科腫瘍、頭頚部扁平上皮癌、肝がん、
肺がん、悪性黒色腫、骨肉腫、卵巣がん、膵がん、膵管腺癌、原発性アストロサイト腫瘍
、原発性甲状腺がん、前立腺がん、腎がん、腎細胞癌、横紋筋肉腫、皮膚がん、軟部組織
肉腫、精巣胚細胞腫瘍、尿路上皮がん、子宮肉腫または子宮がんから選択される、項目８
８に記載の方法。
（項目９１）
　前記結合性タンパク質が、クラスＩ　ＨＬＡ拘束性の様式で、ヒトＷＴ－１に対する抗
原特異的Ｔ細胞応答を促進することが可能である、項目８７から９０のいずれか一項に記
載の方法。
（項目９２）
　クラスＩ　ＨＬＡ拘束性の応答が、抗原プロセシング関連トランスポーター（ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔｅｒ－ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ａｎｔｉｇｅｎ　ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ）（ＴＡＰ）非依存的である、項目９１に記載の方法。
（項目９３）
　前記抗原特異的Ｔ細胞応答が、ＣＤ４＋ヘルパーＴリンパ球（Ｔｈ）応答およびＣＤ８
＋細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）応答のうち少なくとも１つを含む、項目９１または９
２に記載の方法。
（項目９４）
　前記ＣＴＬ応答が、ＷＴ－１過剰発現細胞に対して向けられている、項目９３に記載の
方法。
（項目９５）
　前記組成物が、項目６５から８６のいずれか一項に記載の宿主細胞を含む、項目８７か
ら９４のいずれか一項に記載の方法。
（項目９６）
　過剰増殖障害を有する被験体の細胞におけるＷＴ－１過剰発現を特徴とする状態を処置
するための養子免疫治療方法であって、項目６５から８６のいずれか一項に記載の組換え
宿主細胞の有効量を前記被験体に投与するステップを含む、方法。
（項目９７）
　前記組換え宿主細胞がｅｘ　ｖｉｖｏで改変される、項目９６に記載の方法。
（項目９８）
　前記宿主細胞が、同種細胞、同系細胞または自家細胞である、項目９６または９７に記
載の方法。
（項目９９）
　前記宿主細胞が、造血前駆細胞またはヒト免疫系細胞である、項目９６から９８のいず
れか一項に記載の方法。
（項目１００）
　前記免疫系細胞が、ＣＤ４＋Ｔ細胞、ＣＤ８＋Ｔ細胞、ＣＤ４－ＣＤ８－二重陰性Ｔ細
胞、γδＴ細胞、ナチュラルキラー細胞、樹状細胞、またはそれらの任意の組み合わせで
ある、項目９９に記載の方法。
（項目１０１）
　前記Ｔ細胞が、ナイーブＴ細胞、セントラルメモリーＴ細胞、エフェクターメモリーＴ
細胞、またはそれらの任意の組み合わせである、項目１００に記載の方法。
（項目１０２）
　前記過剰増殖障害が、血液学的悪性疾患または固形がんである、項目９６から１０１の
いずれか一項に記載の方法。
（項目１０３）
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　前記血液学的悪性疾患が、急性リンパ芽球性白血病（ＡＬＬ）、急性骨髄性白血病（Ａ
ＭＬ）、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性好酸球性白血病（ＣＥＬ）、骨髄異形成症候
群（ＭＤＳ）、非ホジキンリンパ腫（ＮＨＬ）または多発性骨髄腫（ＭＭ）から選択され
る、項目１０２に記載の方法。
（項目１０４）
　前記固形がんが、胆道がん、膀胱がん、骨および軟部組織の癌腫、脳腫瘍、乳がん、子
宮頚がん、結腸がん、結腸直腸腺癌、結腸直腸がん、類腱腫、胚性がん、子宮内膜がん、
食道がん、胃がん、胃腺癌、多形神経膠芽腫、婦人科腫瘍、頭頚部扁平上皮癌、肝がん、
肺がん、悪性黒色腫、骨肉腫、卵巣がん、膵がん、膵管腺癌、原発性アストロサイト腫瘍
、原発性甲状腺がん、前立腺がん、腎がん、腎細胞癌、横紋筋肉腫、皮膚がん、軟部組織
肉腫、精巣胚細胞腫瘍、尿路上皮がん、子宮肉腫または子宮がんから選択される、項目１
０２に記載の方法。
（項目１０５）
　前記組換え宿主細胞が非経口投与される、項目９６から１０４のいずれか一項に記載の
方法。
（項目１０６）
　複数の用量の前記組換え宿主細胞を前記被験体に投与するステップを含む、項目９６か
ら１０５のいずれか一項に記載の方法。
（項目１０７）
　前記複数の用量が、投与の間の間隔が約２週間～約４週間で投与される、項目１０６に
記載の方法。
（項目１０８）
　前記組換え宿主細胞が、約１０７細胞／ｍ２～約１０１１細胞／ｍ２の用量で前記被験
体に投与される、項目９６から１０７のいずれか一項に記載の方法。
（項目１０９）
　サイトカインを投与するステップをさらに含む、項目９６から１０８のいずれか一項に
記載の方法。
（項目１１０）
　前記サイトカインが、ＩＬ－２、ＩＬ－１５、ＩＬ－２１またはそれらの任意の組み合
わせである、項目１０９に記載の方法。
（項目１１１）
　前記サイトカインがＩＬ－２であり、前記組換え宿主細胞と同時にまたは逐次的に投与
される、項目１１０に記載の方法。
（項目１１２）
　前記サイトカインが逐次的に投与されるが、ただし、前記被験体に、サイトカイン投与
の前に少なくとも３または４回、前記組換え宿主細胞が投与されることを条件とする、項
目１１１に記載の方法。
（項目１１３）
　前記サイトカインがＩＬ－２であり、皮下投与される、項目１１０から１１２のいずれ
か一項に記載の方法。
（項目１１４）
　前記被験体が、免疫抑制治療をさらに受けている、項目９６から１１３のいずれか一項
に記載の方法。
（項目１１５）
　前記免疫抑制治療が、カルシニューリン阻害剤、コルチコステロイド、微小管阻害剤、
低用量のミコフェノール酸プロドラッグ、またはそれらの任意の組み合わせから選択され
る、項目１１４に記載の方法。
（項目１１６）
　前記被験体が、非骨髄破壊的造血細胞移植または骨髄破壊的造血細胞移植を受けた、項
目９６から１１５のいずれか一項に記載の方法。
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（項目１１７）
　前記被験体が、前記非骨髄破壊的造血細胞移植の少なくとも３ヶ月後に、前記組換え宿
主細胞を投与される、項目１１６に記載の方法。
（項目１１８）
　前記被験体が、前記骨髄破壊的造血細胞移植の少なくとも２ヶ月後に、前記組換え宿主
細胞を投与される、項目１１６に記載の方法。
（項目１１９）
　項目６５から８６のいずれか一項に記載の組換え宿主細胞を含む、単位投薬形態。
（項目１２０）
　前記組換え宿主細胞が、約１０７細胞／ｍ２～約１０１１細胞／ｍ２の用量である、項
目１１９に記載の単位投薬形態。
（項目１２１）
　過剰増殖障害の処置における使用のための、項目１から５４のいずれか一項に記載の結
合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲ。
（項目１２２）
　前記過剰増殖障害が、血液学的悪性疾患または固形がんである、項目１２１に記載の結
合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲ。
（項目１２３）
　前記血液学的悪性疾患が、急性リンパ芽球性白血病（ＡＬＬ）、急性骨髄性白血病（Ａ
ＭＬ）、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性好酸球性白血病（ＣＥＬ）、骨髄異形成症候
群（ＭＤＳ）、非ホジキンリンパ腫（ＮＨＬ）または多発性骨髄腫（ＭＭ）から選択され
る、項目１２２に記載の結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲ。
（項目１２４）
　前記固形がんが、胆道がん、膀胱がん、骨および軟部組織の癌腫、脳腫瘍、乳がん、子
宮頚がん、結腸がん、結腸直腸腺癌、結腸直腸がん、類腱腫、胚性がん、子宮内膜がん、
食道がん、胃がん、胃腺癌、多形神経膠芽腫、婦人科腫瘍、頭頚部扁平上皮癌、肝がん、
肺がん、悪性黒色腫、骨肉腫、卵巣がん、膵がん、膵管腺癌、原発性アストロサイト腫瘍
、原発性甲状腺がん、前立腺がん、腎がん、腎細胞癌、横紋筋肉腫、皮膚がん、軟部組織
肉腫、精巣胚細胞腫瘍、尿路上皮がん、子宮肉腫または子宮がんから選択される、項目１
２２に記載の結合性タンパク質または高親和性組換えＴＣＲ。
（項目１２５）
　過剰増殖障害の養子免疫治療における使用のための、項目６５から８６のいずれか一項
に記載の組換え宿主細胞。
（項目１２６）
　前記過剰増殖障害が、血液学的悪性疾患または固形がんである、項目１２５に記載の組
換え宿主細胞。
（項目１２７）
　前記血液学的悪性疾患が、急性リンパ芽球性白血病（ＡＬＬ）、急性骨髄性白血病（Ａ
ＭＬ）、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性好酸球性白血病（ＣＥＬ）、骨髄異形成症候
群（ＭＤＳ）、非ホジキンリンパ腫（ＮＨＬ）または多発性骨髄腫（ＭＭ）から選択され
る、項目１２６に記載の組換え宿主細胞。
（項目１２８）
　前記固形がんが、胆道がん、膀胱がん、骨および軟部組織の癌腫、脳腫瘍、乳がん、子
宮頚がん、結腸がん、結腸直腸腺癌、結腸直腸がん、類腱腫、胚性がん、子宮内膜がん、
食道がん、胃がん、胃腺癌、多形神経膠芽腫、婦人科腫瘍、頭頚部扁平上皮癌、肝がん、
肺がん、悪性黒色腫、骨肉腫、卵巣がん、膵がん、膵管腺癌、原発性アストロサイト腫瘍
、原発性甲状腺がん、前立腺がん、腎がん、腎細胞癌、横紋筋肉腫、皮膚がん、軟部組織
肉腫、精巣胚細胞腫瘍、尿路上皮がん、子宮肉腫または子宮がんから選択される、項目１
２６に記載の組換え宿主細胞。
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